






Fact-finding for “The Dance of Modern Rhythm” class:







































　調査対象は、S 大学および K 大学の学生 127 人であった。全ての項目に不備なく回答した 126 人を分
析対象とした。分析対象者の学年は、1年生 25 人（19.8％）、2年生 45 人（35.7％）、3年生 47 人（37.3
％）、4 年生 9 人（7.1％）であり、全員が中学 1、2 年でダンスが男女必修化された平成 22 年以降に中

















すべき点」（1 項目）の計 9 項目で構成
した。
３.　調査期間




























 52 41.3% 83 65.9


























　中学校では、フォークダンス 52 人（41.3%）、創作ダンス 83 人（65.9％）、現代的なリズムのダンス
60 人（47.6％）である。高校では、フォークダンス 17 人（13.5％）、創作ダンス 22 人（17.5％）、現
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43.7 28 22.2 3 9 7.1
55 43.7 28 22.2 1
7 5.6 5 4.0 10 7.9
2 10 7.9 11 8.7
14 11.1 3 14 11.1 8 6.3
12 9.5 1×3 2
3 2 p<.05 3 p<.05
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  n=126 
  n=108 
表３　中高におけるダンス 種類の採択率（学年別）
― 50 ―
％）、高校 2 年では、フォークダンス 10 人（7.9％）、創作ダンス 11 人（8.7％）、現代的なリズムのダ
ンス 14 人（11.1％）、高校 3年では、フォークダンス 14 人（11.1％）、創作ダンス 8人（6.3％）、現代
的なリズムのダンス 12 人（9.5％）であった。X2 検定（1 × 3）をおこなった結果、中学 2 年、3 年で





から選択された回答人数、X2 値及び多重比較の結果を示した。得意 14 人（11.1％）、苦手 108 人（85.7％）、






















校種別での X2 値の結果を示した。中学校では、既存のステップや動きの練習 25 人（41.7％）、既存の
振り付けを模倣 32 人（53.3％）、振り付けを創作 29 人（48.3％）であった。高校では、既存のステッ
プや動きの練習 8 人（6.3％）、既存の振
り付けを模倣 16 人（12.7％）、振り付け
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表４　「現代的なリズムのダンス」の得意・苦手 n=126
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「必要、必要ない、実施したことがない or 分からない」から選択された回答人数、X2 値及び多重比較



































　サイドステップ 24 人（75.0％）、クロスステップ 20 人（62.5％）、ボックスステップ 25 人（78.1％）、
スリーステップターン 6 人（18.8％）、ポップコーン 6 人（18.8％）、サイドランジ 6 人（18.8％）、ニ
ュージャックスイング 1 人（3.1％）、クラブステップ 4 人（12.5％）であった。X2 検定（1 × 9）をお
こなった結果、人数の偏りは有意であった（X2(2)=57.8、p<.05）。多重比較によると、大小関係は、「ス
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表７　既存のステップを学習することの必要性　n=126
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 24 75.0 20 62.5 25
78.1 6 18.8 6 18.8 6
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25 人（19.8％）であり、校種別でみるとほかの 2 種類と有意差はなかった。また、学年別で見ると、
中学 2年時には創作ダンスと比較し、フォークダンスと現代的なリズムのダンスが有意に低いことが分
かった。平成 24 年度に東京都公立中学校 1、2 年生を対象に行った調査結果では、現代的なリズムの
ダンスの採択率が 7 割以上と報告されている 14）が、今回のアンケートに回答した平成 22 年度から平成
24 年度に中学へ入学しているはずの大学生は、先行研究の採択率を大きく下回った。これは、地域に
よる学習内容や学習機会の違いが影響していると考えられる。
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プ 24 人（75.0％）、クロスステップ 20 人（62.5％）、ボックスステップ 25 人（78.1％）を選択した人
数が有意に多かった。これは、ダンスを踊る上で汎用性が高く、動作が単純で、習得が容易なためであ
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